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	ふれあいカフェ新聞
	令和8年
	9月号
	本気になると、人は笑う😆！！
	　9月25日。秋晴れの金曜日、33名が公民館に集まりました。この日は年に一度の「大人の本気運動会」。尾花沢市から9名の女性が視察に訪れ、24日から実習中の看護学生5名、東北芸術工科大学の学生2名も加わって、畳の上はいつもの倍！にぎやかになりました。
	　芸工大の藤澤あおいさんの選手宣誓では、日頃の畑仕事・学業・家事・育児・お茶飲みの成果を発揮すると誓ったところで、会場から笑いが起こります。
	最初の競技は応援合戦。学生が組頭になってリードし、「きよしのズンドコ節」と「め組のひと」を使ったオリジナルの応援が生まれました。最後は相手チームへもエールを送ってから、いよいよ競技開始です。

	ルール無用！笑いが止まらない5種目
	　手繋ぎフラフープは、手を繋いだ輪にフラフープを投入し、全員の中を一周する競技。誰からともなく「頭、足足！」の掛け声が生まれ、全員の合言葉になりました。玉入れでは猪股が棒になってカゴを持ち、皆さんの殺気に押されて逃げ腰に。菓子食い競争は「手を使わない」がルールですが、つい手が出てしまうのが人間というもの。取れずにいる方にはあたたかい声が飛びました。一番の盛り上がりは風船リレー。頭の上を通し、帰りは股の下、最後はケツ圧で早く割ったほうの勝ち。会場中が沸きました。
	結果は同点、全員優勝。失敗するたびに笑いが起こり、それを認め合える。初対面だった尾花沢の方々も、気づけば輪の中にいました。



